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○「一人ひとり違うことがすばらしい」を合い言葉に、一人一人がよさを発 
揮する、笑顔あふれる学校づくりを推進する。 
１ 豊かな心・健やかな体の育成 
(1) 気持ちの良い挨拶や返事の習慣化を図る。 
(2) 個々のよさや違いを認め合い・共に支え合う人間関係の構築を図る。 
(3) 子供主体の創意工夫を生かした青少年赤十字活動の推進を図る。 
(4) 主体的な運動習慣の形成と基礎的な体力の育成・向上を図る。 
２ 一人ひとりを大切にする人権・同和教育と特別支援教育の充実 
（1） 一人一人が尊重され、誰もが安心して過ごせる環境を設定する。 
（2） 人権について正しい見方や考え方を持った児童を育てる。 
（3） 一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援の充実に努める。 
（4） 自立と社会参加に向け、交流や共同学習の機会を設定する。 
（5） 特別支援教育に対する理解・啓発に努める。 
３ 安全・安心な環境づくり 
（1） 安心して学べる学習環境の整備を行う。 
（2） いじめや不登校など生徒指導上の課題を関係機関と連携し取り組む。 
（3） 自他の命を大切にする防災教育（自助・共助）の推進に努める。 
４ 思考力・判断力・表現力の育成 
（1） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に取り組み、資質・
能力の向上を目指す。 

（2） 進んで学び、自分ごととして考えながら、課題解決を図る。 
（3） 自分で考え、判断し、表現（解決）する力を育てる授業を実践する。 
(4)  ペアやグループでの話合い活動を充実させ、多様な考え方に触れる。   
５ 地域に根ざした教育の推進 
（1） 学校支援ボランティアとの連携を図る。 
（2） 総合的な学習の時間や生活科を中心にした地域学習の充実を図る。 
（3） ホームページや学校便りによる教育活動の積極的なＰＲを行う。 
６ 働き方改革の推進 
（1） 教職員の働きやすさと働きがいを大切にした職場づくりに努める。 
（2） 教職員のワーク・ライフ・バランスの実現に努める。 
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１ 人的管理 
（1）「報告・連絡・相談」を徹底し、教職員の共通理解を図り、業務に安心 
して取り組める職場づくりに努める。 

（2） 提案や相談がしやすい人間関係を構築し、対話をとおして教職員のア
イデアを積極的に取り入れる。 

（3） 目標チャレンジ制度を有効に活用し、キャリアアップに努める。 
（4） 教職員としての職責や心構えを定期的に確認し合い、交通違反・事故 
や不祥事の根絶に努める。 

（5） 教職員の良好な心身の健康状態を維持するように努める。 
２ 物的管理 
(1) 施設設備・教材教具を有効活用するとともに、確実な安全点検と早期
対応により、けがや事故の未然防止に努める。 

(2)  保健・衛生管理、薬品の厳正な管理に努め、学校環境を安全で快適に 
整える。 

３ 事務管理 
(1) 校務支援システムの効果的な運用や業務のＩＣＴ化を積極的に行うと
共に、会計経理の定期的な監査を行う。 

(2) 個人情報の適切な取扱いと迅速かつ適正な公文書の処理を行う。 

本
校
教
育
の
特
色 

〇 「ふるさと松野を守り育てることのできる、心と身体と知恵を育む」理
念を学校と家庭・地域が共有し、地域と共にある学校づくりを推進する。 
１ 松野町の人、自然、歴史、文化について学び、それらを守り育てようと
する総合的な学習の時間や生活科を中心にした地域学習を推進する。 
２ 学校支援ボランティアを生かし、地域との協働を目指す。 
３ 毎月、俳句作りに取り組み、「俳句の広場」を発行する。 
４ 令和６・７年度の青少年赤十字研究推進校として、青少年赤十字活動の
「気づき、考え、実行する」の行動目標を意識し、実践に努める。 

 


